
＜＜定例記者会見次第＞＞ 
 

令和７年４月８日（火） 

午前 10時 00分～ 

議会全員協議会室 

●発表事項 

１． 耳庵生誕 150年記念企画展「松永耳庵が伊豆堂ヶ島 

に建てた別荘」の開催          （資料１） 

 

２． 地域公共交通の維持・確保に関する新たな取り組み 

について                （資料２） 

 

３． その他 

 

（事務担当） 広報広聴室広報係 TEL33-1261 
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耳庵生誕 150年記念企画展「松永耳庵が伊豆堂ヶ島に建てた別荘」の開催 

 

１ 概要 

松永安左ヱ門（以下、「耳
じ

庵
あん

」という。）[1875-1971]は、電力王と呼ばれた実業

家であり、近代三茶人の一人でもあります。晩年の25年間を本市で過ごし、自身の美

術コレクションを一般に公開するため「松永記念館」を設立しました。今年は、耳庵

生誕150年の節目に当たることから、小田原市郷土文化館分館 松永記念館では、耳庵

生誕150年記念企画展「松永耳庵が伊豆堂ヶ島に建てた別荘」を開催します。 

耳庵は、生涯にいくつかの別邸を構えており、そのうちの一つが伊豆半島にありま

した。昭和 13 年（1938 年）、耳庵は視察のため訪れた西伊豆・堂ヶ島
ど う が し ま

の海景を気に

入り、土地の購入を即決。「一日
いちにち

庵
あん

」「鬼
き

童窟
どうくつ

」「自炊
じ す い

庵
あん

」を建てました。以後約

25年間、故郷の壱岐
い き

を思わせる堂ヶ島に毎夏のように出かけては 1カ月ほど逗留し、

奇岩や洞窟が織りなす絶景を愛で、90 歳近くになっても海水浴を楽しんだといいま

す。 

堂ヶ島の耳庵の別荘は現存しませんが、「鬼童窟」は平成元年（1989 年）の解体

に際し、ドイツ人の建築家が建物の平面図を作成し、記録写真を撮影し、建具の一部

を大切に保管していました。 

本展では、その建築家のご遺族より令和６年（2024 年）に本市に寄贈いただいた

資料を中心に、在りし日の別荘の姿を紐解きます。 

 

【企画展名】耳庵生誕150年記念企画展「松永耳庵が伊豆堂ヶ島に建てた別荘」 

【 会 期 】令和７年４月26日（土）～12月７日（日） 

【開館時間】午前９時～午後５時（最終入館は午後４時30分まで） 

【開催場所】松永記念館 本館１階展示室（板橋 941-1） 

【展示内容】鬼童窟の建具、一日庵の扁額、解体前の別荘の写真 他 

【観 覧 料】無料 

 

２ 関連イベント 

① 講演会「松永耳庵の思い出」（仮） 

＜日時＞５月31日（土）午後２時～３時 

＜登壇者＞ 

籔田 安和（やぶた やすかず）氏、 

山本 具徳（やまもと とものり）氏（秋葉山量覚院山主）、石川 幸彦氏 

＜定員＞30人（申込先着順） 

＜会場＞松永記念館 本館２階 

定例記者会見資料１ 

令和７年４月８日（火） 

生涯学習課（郷土文化館） 

電話 0465-23-1377 
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② 講演会「祖父と西伊豆・堂ヶ島」（仮） 

＜日時＞調整中 

＜講師＞松永 英二郎氏（耳庵ご令孫） 

＜定員＞30人（申込先着順） 

＜会場＞松永記念館 本館２階 

 

③ 講演会「耳庵が愛した西伊豆・堂ヶ島の別荘」（仮） 

＜日時＞調整中 

＜講師＞矢野 和代氏（建築史研究家）、グッチョウ 弥生氏（資料の寄贈者） 

＜定員＞30人（申込先着順） 

＜会場＞松永記念館 本館２階 

 

④ 担当学芸員による企画展の展示解説（ギャラリートーク） 

＜日時＞４月 27 日（日）・６月 21 日（土）・９月 21 日（日）・ 

11 月３日（月・祝） 

各回：午前 11 時～11 時 30 分／午後２時～２時 30 分  ※申込不要 

＜会場＞松永記念館 本館１階展示室 

 



 

地域公共交通の維持・確保に関する新たな取り組みについて  

 

１ 背景・目的 

地域の公共交通は、利用者の減少や運転士不足など、交通事業者を取り巻く経営環境

の悪化等により、既存の公共交通の維持・確保が困難となっています。そこで、地域公

共交通の維持・確保に向け、新たに２つの取り組みを行っていきます。 

一つ目として、市内を運行するバス事業者４社（箱根登山バス（株）、伊豆箱根バス

（株）、富士急モビリティ（株）、神奈川中央交通（株））における運転士不足の問題は、

企業の努力だけでは人材確保が難しい状況にあることから、本市では初の試みとして、

市とバス事業者４社が連携し、広く情報を発信することで、より多くの方々の参加を促

し、各社の人材確保につなげるイベントを開催します。 

そして二つ目として、さらなる減便・廃止が懸念されている路線バスを補完する新た

な移動手段として、神奈川県・小田原市・（株）本田技術研究所の３者で「自動運転技

術の実証実験に関する協定」を締結し、自動運転の実用化を目指してまいります。 

 

２ 市とバス４社との連携による運転体験・就職説明会を初開催 

（１）開催概要 

開催日：令和７年５月 19日（月） 

 日 程：（午前の部）午前 10時～正午 （午後の部）午後１時 30分～３時 30分 

会 場：小田原ドライビングスクール（小田原市蓮正寺 540-2） 

対 象：バスの運転業務に関心のある普通自動車運転免許証等の保有者 

内 容：①大型バス（教習車）の運転体験（※AT 限定免許の方は乗車・見学のみ）、 

②バス４社の就職相談会・会社説明会、路線バス車両の展示・見学 

定 員：①20名／各部（事前予約制） 

    ②定員なし（予約不要） 

 その他：参加無料、服装自由、駐車場（無料）あり 

 

（２）実施主体 

 主 催：小田原市（小田原市生活交通ネットワーク協議会） 

     箱根登山バス（株）、伊豆箱根バス（株）、富士急モビリティ（株）、神奈川

中央交通（株） 

 協 力：（有）小田原ドライビングスクール 

共 催：ハローワーク小田原 

 

 

  

定例記者会見資料２ 

令和７年４月８日（火） 

地域交通課 

電 話 0 4 6 5 - 3 3 - 1 5 0 8  



 

（３）当日の流れ 

午前の部 午後の部 内 容 

9:30 13:00 受付開始 

10:00 13:30 ① 大型バス（教習車）の運転体験 

  ② バス４社の就職相談会・会社説明会 

  路線バス車両の展示・見学 

12:00 15:30 終了 

 

 

３ 「自動運転技術の実証実験に関する協定」を締結 

神奈川県・小田原市・（株）本田技術研究所の３者で３月 31日に「自動運転技術の実

証実験に関する協定」を締結しました。 

＜協定の概要＞ 

（１）協定の目的 

相互に協力して技術実証実験を行うことにより、自動運転技術の進化を図り、都

市における交通課題の解決に向けた自動運転の実用化を目指すため。 

（２）三者の取組内容 

（神奈川県） 

・技術実証実験の実施に必要な総合調整 

（小田原市） 

・交通課題の解決に必要な検討及び関係者との調整 

・技術実証実験の実施に必要な地元調整及び環境の提供 

（株式会社本田技術研究所） 

・交通課題の解決に向けた知見の提供 

・技術実証実験の実施 

（３）協定期間 

令和７年３月 31 日から令和 13年３月 31日まで 

 

  



会場

2025年

19日

対象

申込

内容

５日時

主催：小田原市生活交通ネットワーク協議会（小田原市、箱根登山バス、伊豆箱根バス、富士急モビリティ、神奈川中央交通）
協力：小田原ドライビングスクール　共催：ハローワーク小田原　問合せ：小田原市地域交通課（☎０４６５－３３－１２６７）

運転体験会運転体験会
就職相談・会社説明会就職相談・会社説明会

バス４社合同バス４社合同 参加
無料

月月 午後の部

10時00分～12時00分

小田原ドライビングスクール
（小田原市蓮正寺540-2）
小田急線 螢田駅から徒歩10分
🅿駐車場あり（無料）

事前予約制（運転体験のみ・定員20名）
ご予約はQRコードから

就職相談・会社説明会は当日参加可

バスの運転業務に興味のある方
普通自動車免許をお持ちの方

大型バス（教習車）の運転体験
※AT限定免許の方は乗車・見学のみ
バス運転士の就職相談・会社説明ブース
路線バスの展示・見学

午前の部

服装
自由

13時30分～15時30分
（9時30分受付開始）

（13時00分受付開始）

予約はこちらから

箱根登山バス 伊豆箱根バス

富士急モビリティ 神奈川中央交通


